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白馬村の自然
日本の北アルプスと呼ばれる標高3,000ｍ級の峰が連なる飛騨山脈（後立山
連峰 東側）の麓に位置し、春は雪解けと共に稲作が始まり、夏は湿度が
低く朝晩は涼しい、秋には木々が赤や黄色に色付く紅葉が美しく、冬は県
内有数の豪雪地



SUMMER黒菱平から上部は中部山岳国立公園。八方池までの

トレッキングや唐松岳までの登山が人気



WINTER北アルプスの大パノラマと世界が認めた極上のパウダー

スノー。国内最大級の広さを誇る国際山岳リゾート。



暖冬・雪不足



深刻な雪不足の問題

2020年2月の咲花ゲレンデ
2018年12月

日中も降雪機を稼働し下山ルートを確保



気候変動問題（地球温暖化）



気候非常事態

2019年12月   白馬村気候非常事態宣言
2020年  2月    白馬村ゼロカーボンシティ宣言

（2050年までに二酸化炭素の排出を実質ゼロ）

   2月   通年運行リフト1本を再エネ化
 

2020年  6月  SDGsマーケティング部発足
脱炭素社会の実現に向けて活動を開始



地域での取組み



民宿発祥の地：明治から大正の頃、山に登るための必要な知識を得るた

めに山案内人の家に宿泊したのが民宿の始まり

スキーの歴史：白馬村にスキーが入ってきたのは1913年（大正2年）

白馬村の観光の歴史



環境保全活動

八方尾根の環境保全活動や地域のゴミ拾い、環境啓発イベントの実施など

植生保護八方池浚渫作業

ネイチャーラベル設置マウンテンクリーン



スキー場での脱炭素化



ガス：レストラン 灯油：暖房

軽油：
圧雪車、移動式降雪機

ガソリン：車 ガス、灯油、軽油、ガソリン、
電気等は運営上必要不可欠



再生可能エネルギー切換状況

2020年12月～
段階的に切換え開始

2022年4月

スキー場内自社所有施設
（リフト・降雪機・レスト
ラン） 再エネ化完了



CO₂排出量削減のために行っている事電力切換以外の脱炭素の取組み例

飲食施設での地域食材の使用

本社、温泉施設などでは照明器具
のLED化。

温泉施設のシャワー節水装置取り
付けにより、節水及び燃料費削減。

資源ゴミの回収・リサイクル



白馬八方尾根は、この美しい自然環境を未来へつなぐため
SDGsに取り組んでいます
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